
Q&A 先月の技術相談から

Ｑ：きのこの廃菌床・廃ホダ木の再資源化を検討して

いますが，発生量とどのように利用されているかを教

えて下さい。

Ａ：菌床栽培のきのこを採り終えた瓶や袋のなかに

残っている培地（おが粉と栄養材）のことを「廃菌

床」といいます。これらは，主に掻きだし機等によっ

て容器から出され，

施設外に堆積されま

す。一方，原木栽培

のホダ木はきのこを

数回採取した後，樹

皮がむけた状態で屋

外等に積まれます

（写真1）。この使

用済みの原木のこと

を「廃ホダ木」といいます。

　シイタケをはじめスーパーに並ぶなじみ深いきのこ

のほとんどが道内で生産されており，上記の廃菌床や

廃ホダ木が相当量発生しています。

　道内のきのこの廃菌床・廃ホダ木発生量について，

廃菌床発生元単位1）という瓶や袋の単位収穫量とひと

つの培地の乾燥重量から推定してみました（表1）。

全国（平成16年）では廃菌床が約30万トン，廃ホダ木

が約13万トンと推定されていますが，道内（平成17

年）では廃菌床が約13,800トン，シイタケ廃ホダ木約

1,700トンの合計15,500トンほど発生していると推定

されました。

　これら発生した廃菌床・廃ホダ木はそのままでは産

業廃棄物として有償処理となってしまいますが，活用

法によっては有用なバイオマス資源となります。以下

に廃菌床・廃ホダ木の利用例を示します。

　まず，廃ホダ木ですが，主にビニールハウス等の暖

房用に灯油の代替燃料として利用され，生産のコスト

ダウンが図れるほか，マイタケ菌床の培地材料として

利用するとマイタケの増収効果が期待できるとされて

います。

　一方，廃菌床は，主に野菜等の生産農家に引き渡さ

れ，堆肥として利用されているほか，畜産業では家畜

の敷料の一部にも利用されています。これらの利用法

はほとんどが無償取引きのため，廃菌床の高次的利用

開発による利益増を期待する生産施設は少なくありま

せん。

　そこで，民間企業をはじめ全国の大学や林産試験場

等の公設研究機関では，それぞれ廃菌床から付加価値

のある製品を得るために独自の利用技術開発を行って

います。研究実績が公表されている事例としては，

　①廃菌床のエタノール変換技術の開発，②廃菌床か

ら有用物質の抽出，③生分解ポットの開発，④廃菌床

による汚染土壌の無害化，⑤燃料用ペレット原料とし

ての利用，⑥きのこ培地への再利用，⑦家畜飼料への

利用，があります。

　これらのほかにも利用法が検討されていますが，利

用技術として定着している状況ではありません。今後

の研究成果が期待される分野と言えるでしょう。
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写真1　廃ホダ木

*1 菌床シイタケ，マイタケは2.5kgのほかそれぞれ1.3kg，0.35kgの
培地が使用されている。
*2 平成17年北海道特用林産統計
*3 廃菌床発生元単位（=全国廃菌床量(g)/全国キノコ生産量(g)）の
数値を引用した。ただしタモギタケは道内の生産量，廃菌床発生量
から算出した。
*4 水分を含まない乾燥重量の推定量　

表1　道内のきのこ菌床栽培における廃菌床の発生推定量

きのこの 培地重量 生産量 廃菌床発生 発生廃菌床

種類 (kg)*1 (トン)*2 元単位（g/g)*3 (トン)*4

菌床シイタケ 2.5 3,444 0.62 2,135

(1.3)

原木シイタケ - 594 2.85 1,693

エノキタケ 0.66 4,611 0.71 3,274

ブナシメジ 0.52 3,193 0.74 2,363

マイタケ 2.5 2,160 1.24 2,678

(0.35)

エリンギー 0.53 914 1.10 1,005

ナメコ 0.50 1,566 1.04 1,629

ヒラタケ 0.52 164 1.52 249

タモギタケ 0.45 469 1.03 483

計 15,510

か
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